
コロナ禍の中、大幅賃上げを獲得しよう！

日港協の「不誠実な回答」の姿勢を絶対に許さない決意を固め合おう！

日港協は、港湾物流を支える港湾労働者の汗と苦労に誠意をもって応えよ！

２０２２年３月１５日
全国港湾労働組合連合会 中央執行委員長 柏 木 公 廣

全日本港湾運輸労働組合同盟 会 長 日 吉 正 博

第
2
回
中
央
団
交
は
、
業
側

の
回
答
を
受
け
て
、組
合
側
は
、

要
旨
次
の
よ
う
に
反
論
と
主
張

を
行
っ
た
。

前
回
団
交
で
賃
上
げ
で
き
る

体
制
を
整
え
る
よ
う
強
調
し
た

が
、
今
日
の
回
答
で
は
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
。

全
体
的
に「
回
答
で
き
な
い
、

個
別
縦
割
り
対
応
」
で
は
納
得

が
い
か
な
い
。
不
満
で
あ
る
と

表
明
し
た
。

ま
た
、
①
産
別
最
賃
は
、
独

禁
法
に
抵
触
す
る
と
し
て
ほ
か

の
制
度
賃
金
つ
い
て
は
、
交
渉

す
る
と
し
て
い
た
の
に
日
港
協

は
、
趣
旨
を
変
え
た
の
か
。
②

定
年
延
長
と
週
給
二
日
制
な
ど

は
、
す
で
に
実
施
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
だ
。
③
非
効

率
石
炭
火
力
発
電
の
休
・
廃
止

に
つ
い
て
は
、
休
止
し
て
い
る

施
設
が
出
は
じ
め
て
お
り
す
で

に
影
響
が
出
て
い
る
。
現
状
認

識
を
改
め
る
べ
き
だ
。
④
石
炭

問
題
で
は
、
日
港
協
と
し
て
電

力
会
社
に
出
向
い
て
話
を
聞
い

て
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
⑤

港
湾
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
と
し
て
い
る
が
、
賃
上
げ
や

労
働
環
境
の
整
備
が
出
来
な
け

れ
ば
新
し
い
人
は
来
な
い
。
⑥

指
定
事
業
体
問
題
で
は
、
関
係

元
請
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
作

っ
て
い
て
、
日
港
協
が
そ
れ
を

許
し
て
い
る
。
問
題
解
決
は
関

係
者
み
ん
な
で
や
る
べ
き
だ
。

業
側
は
、
組
合
側
の
主
張
に

対
し
て
①
後
退
し
た
回
答
と
は

考
え
て
い
な
い
、
停
滞
し
て
い

る
と
考
え
る
。
②
課
題
に
よ
っ

て
や
れ
る
こ
と
と
や
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
が
、
業
界
と
し
て
回

答
の
前
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
反
論
し
た
。

組
合
側
は
、
こ
れ
ま
で
協
議

で
到
達
し
て
い
る
レ
ベ
ル
を
後

退
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

と
説
明
し
た
。

業
側
は
、
こ
れ
に
対
し
て
理

解
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
次
回

の
団
交
を
3
月
25
日
（
金
）
10

時
か
ら
開
催
す
る
こ
と
を
提
案

し
て
き
た
。

組
合
側
は
、
こ
れ
を
了
承
す

る
と
と
も
に
次
回
回
答
に
不
満

な
時
は
「
行
動
の
自
由
を
留
保

す
る
用
意
が
あ
る
」
と
表
明
し

て
団
交
を
打
ち
切
っ
た
。

全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、

3
月
15
日
（
火
）
17
時
30
分
よ

り
「
22
港
湾
春
闘
決
起
集
会
」

を
全
国
の
15
地
区
港
湾
と
リ
モ

ー
ト
で
結
び
開
催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
全
国
港
湾

柏
木
委
員
長
は
「
22
港
湾
春
闘

は
、
大
幅
賃
上
げ
な
ど
課
題
が

山
積
し
て
い
る
な
か
、
第
2
回

中
央
港
湾
団
交
の
日
港
協
の
回

答
は
、産
別
回
答
に
値
し
な
い
。

産
別
に
結
集
し
、
団
結
し
て
と

も
に
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
ま
た
、
港

運
同
盟
日
吉
会
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
と
世
界
状
況
な
ど
で
諸
物
価

が
値
上
が
り
し
て
い
る
。
何
と

し
て
も
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取

ろ
う
！
」
な
ど
と
決
意
表
明
を

行
っ
た
。

そ
の
後
、
全
国
港
湾
玉
田
書

記
長
が
、
春
闘
の
経
過
と
今
後

の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を

行
っ
た
。

続
い
て
「
22
春
闘
を
前
進
さ

せ
る
一
層
の
団
結
を
呼
び
か
け

る
」
集
会
決
議
と
「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
略
に
抗
議

す
る
声
明
」
（
2
面
掲
載
）
を

読
み
上
げ
、採
択
・
確
認
し
た
。

集
会
の
最
後
は
、
全
国
港
湾

柏
木
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
三
唱
で
閉
会
し
た
。

3
月
8
日
14
時
か
ら
東
京
芝
浦
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
2
回
中
央
港
湾
団
交
が
開
催
さ
れ
、
前
回
の
要
求
書
提

出
に
対
し
て
業
側
の
回
答
を
受
け
た
。

業
側
の
回
答
は
、
「
回
答
で
き
な
い
・
個
別
縦
割
り
対
応
」
等
と
産
別
要
求
の
回
答
に
真
摯
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
は

言
え
な
か
っ
た
。

組
合
側
は
、
全
項
目
に
亘
る
回
答
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
内
容
に
見
る
べ
き
前
進
は
な
く
、
不
満
と
し
て
再
考
を
促
し

団
交
を
終
え
た
。

組組合合員員・・仲仲間間のの皆皆様様へへ
２２２２春春闘闘をを前前進進ささせせるる一一層層のの団団結結をを呼呼びびかかけけまますす

コロナ禍の中で、物流を止めることなく、連日、物流の最前線で奮闘されている皆さ
んに、心より敬意と感謝を表します。全国港湾と港運同盟は、「コロナ禍で仕方がない」
ではなく、これを乗り越え、現場の苦労に応え、大幅賃上げ獲得に向けて闘う２２春闘に
したいと決意しています。
全国の港湾労働者が力を合わせ、港湾産別制度と港湾関係諸政策の要求実現に全力で

たたかいぬくために頑張ることを心より呼び掛けます。

２２春闘は、重要な局面を迎えています。私たちが２２春闘要求に込めたものは、「雇用
と賃上げ」という切実な願いだけではありません。港湾の自動化・機械化や非効率石炭
火力発電施設の削減など港湾運送事業の根幹に係る問題に対し、日港協がこれをどう捉
え、港湾産業の未来をどのように考えるかを問うています。
しかし、３月８日に開催した中央港湾団交での第一次回答は、「各社の事情が異なる」

「体力や労務構成が違う」として、殆ど「各社対応」や「個別労使協議」とするという
もので、昨年の確認書を反故にするかの内容でした。
港湾産別労使は、船社・荷主や行政にきっちりモノを言い、理解を求めながら、産業

の健全な発展のために必要な施策と対策を長い歴史の中で作り上げてきました。
この、産別労使関係は、労使が共に生きていくための不可欠な要件であり、「不誠実

な回答」の姿勢は絶対に容認してはならないと考えます。

職場は人員不足が常態化し、過密・過重労働が続いています。加えてコロナ禍で、命
と健康への不安と背中合わせの作業を強いられています。この状況に対して、「統一条
件は困難」というように、現場の苦労を顧みない理不尽な回答を出してきているのです。
団交では、「要求を真摯に受け止める」と前置きしますが、回答は真逆です。
個別に協議で環境を整えようとすれば、企業間競争とユーザーの圧力で、結果として

労務コスト切り下げへと向かうことは、火を見るより明らかです。だから、産別労使が
集団的な労使関係の中で働くルール、港湾労働秩序の規範をつくってきたのです。
仲間の皆さん、いまこそ労働組合の出番、頑張り時です。船社が莫大な利益を上げて

いる中、今春闘で大幅賃上げを獲得するには、日港協として適正料金確保の環境を確立
せしめることが不可欠であり、そのために、産別結集と団結がどうしても必要です。本
来、直接出向いて訴えたいところですが、コロナ禍の収束が見えない中で、それが叶い
ません。現状打開へ、２２春闘の前進に向かって共に頑張りぬくことを強く呼びかけ、メ
ッセージとします。

日
港
協
は
、
組
合
の
フ
ェ
リ

ー
協
議
の
申
し
入
れ
に
対
し
、

日
本
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
協
会
か

ら
の
「
フ
ェ
リ
ー
協
定
を
遵
守

し
て
い
る
」
と
の
文
書
回
答
が

あ
っ
た
と
し
、
四
者
協
議
を
行

う
こ
と
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

秋
田
港
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

現
地
の
状
況
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
調
査
す
る
と
回
答
し

た
。組

合
側
は
、
フ
ェ
リ
ー
確
認

書
を
遵
守
す
る
と
の
回
答
を
受

け
、
こ
れ
を
確
認
し
た
。
そ
し

て
、
現
地
協
議
、
四
者
協
議
を

進
め
る
よ
う
求
め
日
港
協
は
こ

れ
を
了
承
し
た
。
ま
た
、
秋
田

港
の
産
別
協
定
遵
守
問
題
に
つ

い
て
は
、
日
港
協
と
し
て
趣
旨

は
理
解
し
た
と
は
い
う
も
の

の
、
現
地
と
の
情
報
共
有
や
問

題
の
整
理
を
進
め
、
対
策
を
講

ず
る
よ
う
強
く
求
め
、
団
交
を

打
ち
切
っ
た
。

長
く
続
く
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か

『
カ
ス
ハ
ラ
』

が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
カ
ス

ハ
ラ
と
は
カ
ス

タ
マ
ー（
顧
客
）

に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が

ら
せ
）
の
造
語
だ
。
お
店
の
店

員
や
駅
の
職
員
、
国
や
自
治
体

の
職
員
な
ど
に
対
す
る
悪
質
な

嫌
が
ら
せ
が
増
え
て
い
る
。
延

々
と
何
時
間
も
拘
束
し
て
ク
レ

ー
ム
を
言
う
、
土
下
座
を
強
要

す
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
相
手
の
名

前
や
住
所
の
公
表
、
暴
力
、
付

き
ま
と
い
な
ど
、
深
刻
な
実
態

が
労
働
組
合
な
ど
の
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
で
増
え
て
い
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
『
カ
ス
ハ
ラ
』
に
対
す
る
対

策
と
し
て
は
、
企
業
や
団
体
、

国
や
自
治
体
が
組
織
と
し
て
従

業
員
を
守
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
わ
れ
る
。
現
場
任
せ
に
し
て

放
っ
て
お
く
の
が
一
番
よ
く
な

い
。
き
ち
ん
と
対
応
す
る
た
め

の
管
理
職
や
職
場
の
リ
ー
ダ
ー

の
教
育
、
相
談
窓
口
の
設
置
、

被
害
を
受
け
た
人
へ
の
心
の
ケ

ア
が
必
要
だ
▼
現
在
、
悪
質
な

ク
レ
ー
ム
か
ら
従
業
員
を
守
る

た
め
の
法
律
は
ま
だ
な
い
。
法

制
化
に
は『
何
が
悪
質
か
』『
何

が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る

の
か
』
『
正
当
な
苦
情
を
訴
え

る
消
費
者
の
権
利
を
阻
害
し
な

い
か
』
な
ど
、
課
題
は
多
い
。

厚
生
労
働
省
は
近
く
企
業
向
け

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す

る
。
そ
れ
を
業
種
や
職
種
に
応

じ
て
具
体
化
し
、
社
会
に
浸
透

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

そ
の
た
め
の
労
働
組
合
の
役
割

も
大
切
で
あ
る
。

産
別
の
回
答
に
な
っ
て
い
な
い
！

産
別
の
回
答
に
な
っ
て
い
な
い
！

E-Mail : nfduj@zenkoku-kowan.jp

第 ２ 回
中央団交

行
動
の
留
保
の
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示
唆

行
動
の
留
保
の
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示
唆

全
国
港
湾
独
自
要
求
に
つ
い
て
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団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
！

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
！
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